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も
っ
と
も
、
著
考
は
臼
本
で
の
侵
略
主
義
の
歴

史
的
連
続
性
や
社
会
的
浸
透
力
の
強
さ
を
強
調
す

る
あ
ま
り
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
で
牽
強
付
会
に
陥
っ

て
い
る
節
が
な
い
で
は
な
い
。
ま
た
、
こ
の
時
期

に
つ
い
て
、
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
役
割
を
甚

だ
強
調
す
る
の
も
、
必
ず
し
も
首
肯
で
き
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
本
書
は
因
薯
者
独
自
の
解
釈
が
前
面
に
強
く
出

た
研
究
と
な
っ
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
の
準
拠
枠
を
提
供
し
た
い
と
い
う
、
い

わ
ば
研
究
戦
略
的
考
慮
か
ら
、
意
識
的
に
一
次
史

料
の
利
用
は
控
え
、
膨
大
な
日
本
語
二
次
文
献
を

素
材
と
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
詳
細
な
欄
々

の
史
実
に
拘
泥
す
る
よ
り
も
、
荒
削
り
で
も
、
ま

ず
と
に
か
く
全
体
像
の
定
立
を
必
要
と
考
え
た
た

め
で
あ
る
。
こ
う
し
た
方
法
的
姿
勢
は
外
国
史
研

究
と
し
て
は
、
そ
れ
な
り
に
評
価
で
き
る
も
の
を

も
っ
て
い
よ
う
。
し
た
が
っ
て
本
書
は
、
実
証
的

に
は
嶺
該
の
テ
ー
マ
に
薪
た
な
知
見
を
も
た
ら
す

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
と
に
か
く
｝
つ
の
全

体
像
を
立
て
よ
う
と
す
る
試
み
と
し
て
は
興
味
深

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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一
暴
術
会
議
だ
団
　
α
0
0

－
N
2
一

平
成
三
年
一
一
月
　
日
本
学
術
会
議
広
報
委
員
会

　
田
本
学
術
会
議
は
、
こ
の
た
び
開
催
し
た
第
｝

一
三
回
総
会
に
お
い
て
、
第
一
五
期
活
動
計
画
と

新
し
い
特
別
委
員
会
の
設
置
を
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
◇
第
一
五
期
活
動
計
画

　
日
本
学
術
会
議
は
、
創
設
以
来
、
科
学
者
や
学

徳
研
究
団
体
と
の
連
携
の
下
に
、
そ
の
目
的
・
職

務
の
遂
行
に
努
力
し
、
我
が
圏
の
学
術
研
究
体
制

の
整
備
に
つ
い
て
の
重
要
な
勧
告
等
を
行
い
、
研

究
所
の
設
立
な
ど
を
含
め
て
数
々
の
業
績
を
挙
げ

て
き
た
。
ま
た
、
数
多
く
の
国
際
学
術
団
体
と
の

連
携
・
協
力
、
国
際
学
術
協
力
活
動
へ
の
参
加
な

ど
世
界
の
学
界
と
提
携
し
つ
つ
学
術
の
進
展
に
貢

献
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
創
設
後
四
〇
有

余
年
を
迎
え
た
現
在
、
学
術
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
著
し
い
変
化
を
生
じ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
第
一
五
期
日
本

学
術
会
議
は
、
本
会
議
の
創
設
以
来
の
基
本
的
精

神
を
引
続
き
堅
持
し
な
が
ら
、
変
動
の
激
し
い
内

外
情
報
に
対
応
し
て
、
な
お
一
層
の
成
果
を
挙
げ

る
べ
く
奴
刀
力
山
夕
る
。

　
日
本
学
術
会
議
は
、
学
術
に
関
す
る
重
要
事
項

を
自
主
的
に
審
議
し
、
我
が
国
の
学
術
研
究
の
在

り
方
に
つ
い
て
の
方
策
を
立
案
し
、
学
術
研
究
の

成
果
を
行
政
、
産
業
及
び
国
民
生
活
に
反
映
浸
透

さ
せ
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

会
員
の
科
学
的
知
晃
を
結
集
し
、
時
代
の
要
講
に

即
応
し
つ
つ
将
来
を
見
通
し
、
以
下
の
視
点
か
ら

学
術
研
究
の
一
層
の
推
進
を
図
る
。

　
人
文
・
社
会
及
び
自
然
科
学
を
網
羅
し
た
日
本

学
術
会
議
は
、
全
学
問
的
視
野
に
立
ち
、
学
術
研

究
団
体
を
基
盤
と
す
る
科
学
者
の
代
表
機
関
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
て
、
全
科
学
老
の
参
加
と
意
見

の
集
約
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

添
会
議
が
集
約
し
た
科
学
者
の
意
見
を
速
や
か
に

政
策
の
形
成
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ

る
。
特
に
学
術
政
策
に
つ
い
て
は
、
他
の
関
係
諸

機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、
そ
の
実
現
を
図
る
。

　
ま
た
、
学
術
研
究
団
体
を
基
盤
と
す
る
日
本
学

術
会
議
は
、
関
係
あ
る
学
術
研
究
団
体
等
か
ら
推

薦
さ
れ
た
科
学
者
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ
る
研

究
連
絡
委
員
会
の
重
要
性
を
認
識
し
、
そ
の
活
動

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
学
術
研
究
団
体
と
の
連

絡
を
密
に
し
、
研
究
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
高
度

化
す
る
学
術
の
発
展
に
貢
献
す
る
。

　
我
が
国
の
科
学
者
を
内
外
に
代
表
す
る
機
関
で
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あ
る
日
本
学
術
会
議
は
、
国
際
祉
会
に
お
け
る
我

が
国
の
地
位
の
向
上
に
照
ら
し
、
海
外
諸
国
の
期

待
と
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
て
、
学
術
の
分
野
に

お
け
る
国
際
貢
献
に
積
極
約
な
役
割
を
果
た
す
べ

き
で
あ
る
。

　
日
本
学
術
会
議
は
、
真
理
探
求
と
い
う
基
本
理

念
に
立
脚
し
、
国
民
と
と
も
に
学
術
の
在
り
方
を

考
え
、
踊
時
に
学
術
の
国
際
性
を
重
視
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
術
の
健
全
な
発
展

に
向
け
て
、
学
闇
・
思
想
の
自
由
の
尊
重
と
研
究

の
創
意
へ
の
十
分
な
配
慮
の
下
に
、
長
期
的
か
つ

大
局
的
な
視
点
に
立
ち
、
創
造
性
豊
か
な
研
究
の

推
進
に
勉
め
る
。

　
科
学
が
文
化
国
家
の
黒
磯
で
あ
る
と
い
う
確
儒

に
立
ち
、
日
本
学
術
会
議
は
、
科
学
者
の
総
意
を

代
表
し
て
そ
の
精
神
を
高
揚
し
た
い
。
即
ち
、
二

一
世
紀
に
向
け
て
の
学
術
体
制
及
び
研
究
・
開
発

の
望
ま
し
い
在
り
方
を
抜
本
的
に
検
討
し
、
我
が

国
の
学
術
政
策
に
指
針
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、

国
民
の
期
待
に
こ
た
え
る
と
と
も
に
、
人
類
の
福

祉
と
世
界
の
平
和
に
貢
献
す
る
こ
と
を
期
す
る
も

の
で
あ
る
。

一、

d
点
目
標

　
（
以
下
略
）

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
論
説
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
○
研
究
ノ
ー
ト
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

・
○
研
究
動
向
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
論
説
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
篇
と
「
欧

　
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
。

◇
研
究
ノ
…
ト
・
研
究
動
向
・
書
評
に
は
、
　
「
欧

　
文
タ
イ
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

　
送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
　
　
　
〒
六
〇
六
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

御
注
意

　
　
図
表
、
あ
る
い
は
特
殊
活
字
を
掲
載
す
る
場

　
合
に
は
、
そ
の
印
刷
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て

　
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

　
ソ
連
崩
壊
後
の
新
世
界
秩
序
に
お
け
る
日
本
の

役
割
が
取
り
沙
汰
さ
れ
る
こ
の
墳
で
す
が
、
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
七
五
巻
一
号
を
お
届

け
致
し
ま
す
。

　
相
変
わ
ら
ず
の
こ
箇
月
遅
れ
に
て
、
執
筆
者
は

じ
め
会
員
各
位
に
大
変
御
迷
惑
お
か
け
し
て
お
り

ま
す
こ
と
、
先
ず
は
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
誌

講
充
実
の
た
め
審
査
が
厳
格
で
な
か
な
か
原
稿
が

揃
わ
な
い
た
め
で
も
あ
り
ま
す
。
窮
状
お
酌
み
取

り
の
上
、
何
卒
御
寛
恕
下
さ
い
ま
せ
。
　
　
（
雅
）

本
誌
に
は
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究

成
果
公
開
促
進
費
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一航

､
筆
頗
語
翻
審
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
二
円

　
史
林
館
七
五
巻
第
［
号
（
通
巻
笙
三
主
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人

印
刷
所

史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
振
替
京
都
七
－
五
一
五
五
番

理
蘂
長
竺
沙
雅
章

京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
申
町
五
〇

中
村
印
劇
株
式
会
被
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